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１．初期の試行錯誤
　わたしは、1987年の人間科学部の創設時から専任講師と
して採用された。「家族社会学」の専門ゼミはその２年後
の1989年にスタートしたから、それ以来、約30年、総計
200名ほどの卒業生を送り出したことになる。また2003年
にスタートしたeスクールでも、30名近い卒業生を送り出
している。卒業研究が必修の人間科学部では、専門ゼミが
もちろん重要だが、むしろ最初のころは、学部創設の翌年
からスタートした通年の社会調査実習科目「家族社会学及
び実習」に力を入れていたといえるかもしれない。
　この社会調査実習は、村落社会学の柿崎京一先生と都市
社会学の臼井恒夫先生、そしてわたしがそれぞれ担当する
３科目があった。これを、柿崎先生のリーダーシップのも
とで、１年目は長野県の飯田市、２年目は千葉県の銚子市
というように、毎年１つの地方都市を選定して、そこで３
つのクラスが調査実習を行うスタイルで実施した。村落社
会学や都市社会学とは違って家族社会学の場合には、地域
社会での現地調査によるやり方以外の方法も考えられるが、
他の２クラス同様、地域社会を対象にして家族社会学の実
習も行った。それは、わたしが早稲田大学文学部の出身研
究室で学部・大学院・助手時代を通じて学んだ、いわば
慣れ親しんだやり方でもあったからである。しかし、あま
りうまくいかなかった。実習科目を大学院生や助手の立場
でサポートするのと、自分自身が担当者として全責任を負
うのとでは雲泥の差があって大変だった。教員だけが空回
りして、履修した学生諸君には迷惑をかけたかもしれない。
その原因の一つは、この大変な科目をほぼ一人でやるしか
なかったことによる。まだ大学院人間科学研究科は設立さ
れておらず、文学研究科所属の大学院生に手伝ってもらっ
たが、専門が違うこともあり多くを期待することができな
かった。
　試行錯誤がしばらく続いたが、1991年に人間科学研究科
が設立されると、早稲田大学の他学部から、のちに研究室
の初代の助手となる、家族社会学を志望する大学院生が
入ってきた。この時点では、わたしはまだ大学院を担当し
ていなかったので、かれは濱口晴彦先生の研究室に所属し
たが、わたしの専門ゼミや調査実習をサポートしてもら
うことになり、少し余裕がでてきた。その後、わたしの学
部の専門ゼミからも大学院に進学するものも数名出てきて、
他大学からも家族社会学を志望する大学院生が入ってきた
りした。かれらはみな、濱口先生にお願いして濱口先生の
研究室に所属した。このように、正規の大学院生はいない
なかで、濱口先生に引き受けてもらった大学院生たちがわ
たしの研究室の運営に関わってくれるようになり、わたし
の実験室554は、いつもかれらがいる拠点ともなり賑やか
になっていった。
２．研究室のスタイルを確立する
　かれらには専門ゼミや卒業研究ゼミ、社会調査実習を手
伝ってもらったが、家族社会学の実質的な研究指導もしな
ければならない。そのために、いくつかのことを実行した。
１つは、かれらが家族社会学の新しい質的研究を志向して
いることから、むしろわたしの方からかれらに歩み寄って、
一緒にそのような研究を進めようとしたことである。文学
部で学んだわたしの家族研究は、わたしの恩師が追求して
いたテーマをそのまま継承したもので、調査手法も質的な
インタビュー調査を用いるものの、どちらかというと伝
統的なものだった。それをかれらに押し付けることはでき
ないと考えたからである。研究テーマや研究手法が日々変
化しているなかで、質的な家族研究の最先端を追求しよう
という計画を立てた。また、これには、わたしの個人的な
事情も関係している。1995年夏、パキスタンの奥地に１か
月近く滞在したわたしは現地で型不明のウイルスによる急
性肝炎に罹患して、帰国後２カ月ほど入院を余儀なくされ
た。幸い何とか回復したものの、それまでの研究教育に対
する考え方に変化があった。これからは自分のやりたい研
究、自分らしい研究をしてみようと決めたのである。
　最初に加わってくれた大学院生が新しい家族研究への方
向性をもっともつよく志向していたので、かれとともに必
要な最新の英語文献を検討して、精力的に読書会を開催し
た。目指したのは、家族の新しい質的研究である構築主義
的アプローチだった。これまでの家族研究が実体としての
家族だけを対象にしていたのに対して、話された「家族」、
書かれた「家族」という「家族言説」をデータとして、人
びとのあいだで「家族」がいかなるやり方で、どのように
構築されているのかを追究した。「家族社会学及び実習」
も、そうした新しい質的な家族研究を試行的に実践する場
として位置づけた。そのため、他の２クラスと合同して特
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定の地域社会での現地調査を行うというそれまでのスタイ
ルをやめることにした。それ以降の「家族社会学及び実習」
では、一人暮らしの人は「家族」をどのようなものとして
捉えているのかというテーマで、単身生活者の生活権を確
立することを目的に設立されたグループ「単身けん」の協
力を得て会員インタビューを行ったり、新聞や雑誌などの
マスメディアのなかで「家族」がどのように記述され構築
されているのかの言説分析をおこなったりした。それらが
うまくかみ合ったのだろう、かれらは濱口先生の研究室で、
家族社会学の研究テーマで修士論文そして博士論文を提出
し、現在では大学の専任教員になっている。
　かれらはみな、濱口先生の研究指導があっただけでなく、
濱口先生が人間総合研究センターで主催していたプロジェ
クト「流動化社会と生活の質」の調査にも中心的メンバー
として加わっていた。それに加えてわたしの研究室も掛け
もちしていたのだから、かれらこそ大変だっただろう。し
かし、2つの研究室に関わることで研究の視野や人脈は広
がり、それこそがかれらの財産になったのだと、わたしは
思っている。わたしの方も、新しい家族研究の理論と方法
をかれらと模索するなかで、そうした視点でむしろ古いこ
とを再検討してみてはどうかという問題意識をもつように
なった。そのようにして、その後、日本の家族社会学の理
論と方法の歴史とその展開について再検討するという課題
に取り組むようになった。
　このようにして活発な研究教育活動を展開するように
なったことを象徴するのが、1999年に関東社会学会の第47
回大会を所沢キャンパスで開催したことである。そのとき
ちょうど、わたしの研究室の扉を最初にたたいた大学院生
が初代の助手となっており、その後輩の大学院生たちもそ
ろっていた。さらに活発で熱心な学部ゼミ生たちも大勢い
るということで、他の研究室にも呼びかけて、都心から離
れて交通の便が良いとはいえない所沢キャンパスでの大会
開催を思い切って引き受けたのである。天候にも恵まれて
大会は成功裏に終わったが、研究室の総力をつぎ込んだイ
ベントだった。
３．離れていても研究室仲間　
　2000年代に入ると所沢キャンパスから離れていくものが
次第に多くなった。2000年には、ゼミ生の半分近くの４人
が大学院に進学した代が卒業するが、濱口先生も2003年度
で定年となるということで、それ以降は他大学の社会学が
学べる大学院に進学するというように変化してきた。人間
科学研究科には申し訳なかったが、わたしが博士後期課程
の研究指導を担当していないので後期課程まで一貫して学
べて「社会学まみれ」になるところに送り出したのである。
さらに2005年には、わたしの研究室の初代の助手が北海道
の私立大学に就職して東京を離れ、それに続く後輩たちも
2003年度に博士学位を取得して大学院の籍を抜き、非常勤
講師をするなどで離れていった。そこで、交通の便がいい
本部キャンパスの高田牧舎ビル２階の人間総合研究セン
ター会議室を主たる会場として、定期的に研究会を開催す
ることをした。そのころは、最低でも前期と後期で各１回
くらいは行っていただろう。全国からいつも10名近くが集
まるこの研究会では、各自の研究の進捗状況を報告しあい、
投稿論文を準備しているならそれを事前に報告し、査読結
果があればそれをみなで検討するということもやった。そ
のようにして、かれらが全国に分散していったあとも、相
互に切磋琢磨する機会をつねにもつようにした。
　このように、わたしが大学院の博士後期課程を担当しな
かったため、わたしの研究室では正規の大学院生は修士課
程で受け入れた５名のみだったが、人間科学研究科の他の
研究室、そして他大学の大学院に進学させることで、そち
らで育ててもらうということをずっとやってきたことに
なる。鳥類が他種の鳥の巣に卵を産んでその鳥に抱卵させ、
かえった雛を育てさせることを「托卵」というが、わたし
のやり方は、わたしの方でインフォーマルに指導するとこ
ろはあるが、それに近いものだった。しかも、そのうちの
３名は育ったあと引き戻して、助手として採用させても
らった。この助手がいるときの研究室への効果は大きかっ
た。初代の助手が在任中に２代目の助手となる学生が学部
ゼミに在籍していて、その２代目の助手が在任中に３代目
の助手となる学生が学部ゼミにいたのである。助手が学部
ゼミ生にとって研究者の良きモデルとなり、自分も研究者
を目指してみようというモチベーションをかき立てられた
ということだろう。
　助手となったもの以外を含めてかれらはその後、多くが
大学の専任教員となり活躍している。日本家族社会学会で
は、1995年から特別委員会を組織して計量的な方法によ
る「全国家族調査」を実施してきたが、2017年度からはこ
の全国家族調査と連動して質的な家族調査を行う「質的調
査研究会」を発足させ、2019年度から実際の調査が始まっ
ている。この「質的調査研究会」の代表はわたしの研究室
の初代の助手であり、中心的メンバーはわたしの研究室の
仲間たちである。大学院人間科学研究科からするとお叱り
を受けそうな「托卵」というような方法をとったが、とも
に育てていただいた先生方に感謝するとともに、かれらが
しっかりと成長して家族社会学の学会で立派に活躍してく
れるまでになったことを喜びたい。
